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安川沿いの新庁舎

改革案の意義を説明する川本副会長
（10月27日・いこいの家）

課題や
提案

社協主催で地域全体を対象にした行事がない
▽研修部の新設 ▽部会長の任期制導入

収入合計
3,555,999 円

繰越金
33.3％

会費収入
17.3％

区社協補助金
16.4％

善意銀行より
16.9％

いこいの家より
11.2％

その他 4.8％

平成 30年度一般会計予算収入

愛 あいバンク とも

31年度以降に見直したい主な例

沼
田
老
人
い
こ
い
の
家

新
庁
舎
２
階
へ
入
居

見
直
し
作
業
詳
報

３
つ
の
活
動
目
標

私
も
地
域
に
役
立
ち
た
い

〜
住
民
参
加
型
の
善
意
銀
行
を
提
案
〜

　

沼
田
合
同
庁
舎
＝
愛
称
「
火
山
館
」（
ひ
や
ま
か
ん
）

＝
は
一
月
四
日
、
沼
田
老
人
い
こ
い
の
家
、
沼
田
公

民
館
、
安
佐
南
区
役
所
沼
田
出
張
所
の
三
施
設
が
同

時
開
館
し
ま
す
。

　

一
階
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
二
階
は
い
こ
い
の
家
と

出
張
所
、
三
階
と
四
階
は
公
民
館
。
伴
社
協
が
現
在

三
期
目
の
広
島
市
指
定
管
理
者
に
な
っ
て
い
る
老
人

い
こ
い
の
家
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
ま
す
。

　

安
川
の
水
辺
の
景
色
も
望
め
る
浴
槽
の
ほ
か
、
大

集
会
室
や
和
室
な
ど
現
在
と
同
様
の
機
能
を
備
え
、

利
用
者
の
年
間
目
標
は
こ
れ
ま
で
の
一
万
六
千
人
か

ら
一
万
八
千
五
百
人
に
増
え
ま
す
。

　

開
館
準
備
の
た
め
、
い
こ
い
の
家
と
公
民
館
は
十

二
月
休
館
し
ま
す
。

　

伴
社
協
の
見
直
し

作
業
は
、
七
月
二
十

一
日
の
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
写
真

＝
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

事
業
・
組
織
・
財
務

の
三
つ
の
検
討
班
で

進
め
ま
し
た
。
現
時

点
の
主
な
意
見
や
提

案
を
表
に
し
ま
し
た
。

　

香
典
返
し

等
を
寄
付
し

て
い
た
だ
い

て
い
る
善
意

銀
行
に
つ
い

て
、
伴
社
協

は
来
年
度
以

降
、
あ
り
方

を
見
直
し
ま

す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
社
協
を
身
近

で
親
し
み
や
す
く
「
私
も
地
域
に
役

立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
培
い
、
新

た
な
収
入
源
に
育
て
た
い
願
い
で
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金

に
つ
い
て
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ

て
使
途
分
野
を
決
め
る
安
佐
南
区
社

協
の
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
が
、
地

区
社
協
の
大
半
は
不
足
す
る
一
般
会

計
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

福
祉
向
上
に
無
償
で
奉
仕
す
る
社
協

の
活
動
自
体
が
篤
志
の
趣
旨
に
沿
っ

て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

　

今
改
革
で
寄
付
金
の
使
途
を
ガ
ラ

ス
張
り
に
し
ま
す
。
名
称
は
「
伴
学

区
た
す
け
あ
い
善
意
銀
行
」。
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
愛　

あ
い
バ
ン
ク

と
も
」
と
し
ま
す
。

　

奥
畑
下
集
会
所
で
「
下
組
な
か
よ

し
会
」
が
草
花
遊
び
。
手
先
の
訓
練

に
な
る
ち
ぎ
り
絵
の
制
作
・
展
示
も
。

卒
寿
を
超
え
た
お
年
寄
り
が
地
域
を

引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　

改
革
の
主
な
柱
は
、
社
協
の
特
別

会
計
と
し
別
途
、
運
営
委
員
会
を
設

置
。
寄
付
金
の
提
供
先
も
選
ぶ
▽
協

賛
企
業
や
個
人
会
員
を
募
り
、
住
民

参
加
と
財
政
基
盤
づ
く
り
に
役
立
て

る
―
な
ど
で
す
。

　

当
面
の
寄
付
金
の
提
供
先
と
し
て
、

社
協
一
般
会
計
の
「
団
体
育
成
費
」

の
対
象
団
体
と
し
ま
す
。
新
た
な
提

供
先
は
、
原
則
と
し
て
公
募
し
、
運

営
委
で
審
査
。
盲
導
犬
や
車
い
す
な

ど
も
含
め
、
幅
を
広
げ
ま
す
。　

　

そ
の
他
、
募
金
箱
「
愛　

あ
い　

ボ
ッ
ク
ス
」（
仮
称
）
を
学
区
内
の
商

店
な
ど
に
設
置
し
、
善
意
銀
行
の
理

解
と
認
識
を
深
め
る
取
り
組
み
も
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伴
社
協
の
評
議
員
会
は
六
月
二
日
開
き
、
平
成
三

十
年
度
一
般
会
計
予
算
と
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
額
は
前
年
度
よ
り
一
一
・
六
％
減
の

３
５
５
万
５
９
９
９
円
。

　

収
入
面
で
は
、
町
民
が
社
協
に
町
内
会
経
由
で
納

め
る
会
費
（
一
世
帯
当
た
り
年
間
二
百
円
）
の
総
額

は
２
割
足
ら
ず
。
善
意
銀
行
と
老
人
い
こ
い
の
家
の

特
別
会
計
を
取
り
崩
し
、
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
て

い
る
合
計
は
収
入
全
体
の
３
割
に
迫
り
ま
す
＝
別
表
。

　

こ
う
し
た
危
機
感
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
活
動
目

標
と
し
て
①
町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
地
域
の
組
織

と
連
携
を
強
め
る
②
社
協
の
組
織
・
事
業
・
財
政
を

見
直
す
③
善
意
銀
行
の
在
り
方
を
見
直
す
―
の
三
点

を
掲
げ
ま
し
た
。

▼
香
典
返
し
に
か
え
て

（
平
成
三
十
年
四
月
〜
十
月
）

　

町
内
会　
　
　
　

寄
付
者
御
芳
名 　
　
　

 　

死
没
者
名

奥　

畑　

赤　

迫　

敏　

美　

原　

正
寿

上　

伴　

西　

守　

純　

一　
　

孝　

一

　
　
　
　

上　

岡　

光　

江　
　

龍　

治

　
　
　
　

山　

崎　

幹　

江　
　

貞　

幸

　
　
　
　

山　

口　
　

猛　
　
　

輝　

男

三
城
田　

高　

島　

明　

美　
　
山
広
得
吾

　
　
　
　

川　

本　

一　

之　
　

俊　

雄

　
　
　
　

荒　

槙　

正　

義　
　

礼　

子

大　

原　

藤　

井　

美
代
子　
　
新
見
恒
夫

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
大
原
駅
前

　
　
　
　

若　

元　

節　

子　
　

秀　

夫

雲
願
寺　

國　

光　

伸　

江　
　

宣　

揚

細　

坂　

天　

王　

省　

治　
　

チ
ヨ
ノ

瀬
戸
内
苑　

増　

原　

み
ど
り　
　

嵩　

洋

▼
一
般
寄
付
者

三
城
田　

船　

越　

春　

夫

〜 

善
意
銀
行
と
は 

〜

　

お
返
し
の
気
持
ち
は
お
礼
状
の
み
に

と
ど
め
、
金
品
は
伴
学
区
善
意
銀
行
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

お
気
持
ち
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄

付
し
て
い
た
だ
く
と
き

１　

Ｊ
Ａ
伴
支
店
か
沼
田
老
人
い
こ
い

の
家
に
出
向
き

２　

窓
口
で
伴
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
し
た
い
旨
を
お
話
し
く
だ

さ
い

あ
な
た
の
ご
芳
志
で
伴
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す


